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第一次世界大戦後の合衆国黒人運動におけるカリブ移民の役割

一シリル・ブリッグズにおける人種と階級一

竹　本　友　子

I　問題の所在

　合衆国を世界の指導的存在へと押し上げた第一次世界大戦は、黒人にも大きな影響を与えた。

北部の産業における労働力不足はすでに始まっていた南部黒人の北部移住を加速させ、またカリ

ブ海地域からの黒人移民も激増した。デモクラシーを擁護するために参戦するというウィルソン

大統領の言葉に応えて多くの黒人が従軍したが、人種関係にもデモクラシーが拡大することへの

期待とは裏腹に、人種差別は改善されるどころかリンチや人種暴動が頻発した。

　しかしながらそのなかで従軍による自信と人種関係のさらなる悪化に対する新たな怒りを背景

に、それまでの黒人運動に飽き足らず、より戦闘性を強めた「ニュー・ニグロ」（New　Negro）

の運動が起こってくる。この「ニュー・ニグロ」の運動については、いわゆる「ハーレム・ルネ

サンス」という形で文学・芸術上の運動としては早くから注目されてきたが、黒人運動史上かつ

てない大衆的支持を得たジャマイカ出身のブラック・ナショナリストであるマーカス・ガー

ヴイー（Marcus　M．Garvey）のアフリカ帰還運動を除けば、政治的運動としては研究の対象とは

ならなかった。そのガーヴィーの運動でさえ、正当に評価されるようになったのは近年のことで

ある。

　「ニュー・ニグロ」の運動の中心的役割を担ったのは、ガーヴィーを含めたカリブ海地域出身の

黒人移民であった。合衆国への移民の流入は20世紀の初頭にピークを迎えるが、黒人の移民も同

様の傾向を示しており、1899年には年間41ユ人にすぎなかった移民数がその後急激に増加し、

1924年には12247人が入国している。その7割以上がカリブ海地域の出身者で、さらにその8割ほ

どが英語圏の出身者であったと推定され、彼らの多くがニューヨーク市のハーレムに集住してい

た（工〕。合衆国の黒人と比較した場合、100％近い識字率に示される教育程度の高さと、専門職、ホ

ワイト・カラー、熟練職人の割合の高さがカリブ移民の際立った特徴であった（2）。

　カリブ移民のこのような背景と政治意識の高さがあいまって、杜会主義運動や労働運動等、こ

の時期の急進的な運動において彼らが占める割合と役割は顕著なものであった（3〕。だが、それに

もかかわらず、カリブ移民は合衆国の他のエスニック集団と異なってエスニック・アイデンテイ

テイの確立が遅かったため、移民集団としての彼らについての本格的な研究自体が始まったばか
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りである（4〕。加えてW・E・B・デュボイス（William　E．B．Du　Bois）がガーヴイーの運動を「西

インド諸島人の」運動と呼んだことに端的に示されるように、合衆国生まれの黒人指導者たちが

彼らにある種の偏見をもっていたこと（5〕、そしておそらくそれが研究史にも影響を与えたことが、

合衆国の黒人運動における彼らの役割の正当な評価を妨げたと思われる。また、唯一注目を集め

たガーヴイーの運動が、その外面的な奇抜さやKKKとの提携に象徴される自己矛盾のために異

端視されたことが、「ニュー・ニグロ」の運動が有していた重要性を覆い隠したという事情も指摘

できるだろう。

　本稿では以上のような研究状況と問題意識をふまえて、「ニュー・ニグロ」の一人であるシリ

ル・ブリッグズ（Cyri1V．Briggs）を取り上げる。ブリッグズは1887年英領リーワード諸島のネー

ヴィスに生まれ、1905年に合衆国に移住した。そしてニューヨークの黒人週刊新聞『アムステル

ダム・ニュース」（肋θλ㈹肋dα㎜Nθω8）紙の編集者を経て、1918年秋、月刊誌『クルセイダー」

（肋θ0㎜αdθγ）を創刊した。翌1919年、人種暴動の激化を背景に、他のカリブ移民らとともに

黒人自衛組織「アフリカン・ブラッド・ブラザーフッド」（Theκrican　Blood　Brotherhood、以

下肥B）を設立する。その後ブリッグズとABBはほぼ同時期に創設された合衆国共産党との結

びつきをしだいに強めていき、1923年にはABBは事実上同党に吸収される。ブリッグズは1942

年にリチャード・ムーア（RichardBlMoore）らとともにブラック・ナショナリズムの傾向を理

由に共産党から遣放されるが、第二次大戦後復帰して活動を続け、1966年ロサンジェルスで世を

去った（6〕。

　散在していた『クルセイダー」が1987年にリチャード・ヒル（RichardんHi11）によって編纂

されてから、ようやくブリッグズとABBは注目されるようになった。後述するようにABBと共

産党の関係、とくにABBの独立性をめぐる見解の対立はあるものの、各研究者ともブリッグズ

の特徴については「ブラック・ナショナリズムと革命的社会主義の融合」という点で一致を見て

いる（7）。本稿ではこうした先行研究をふまえつつ、主として『クルセイダー』の記事を中心に、ブ

リッグズが一見矛盾するこの立場にどのようにして到達したのか、またそのことにどのような意

味があるのかを探り、さらにそのことによって浮かびあがる合衆国の黒人運動の特徴について論

じたい。

皿　ブリッグズにおけるブラック・ナショナリズムと黒人の「民族白決」

　「ニュー・ニグロ」がその名称にもかかわらず、19世紀のブラック・ナショナリズムの伝統を

受け継いでいたことは確かである。ブリッグズの『クルセイダー』もその例に漏れず、明白に「人

種第一」（Race　First）の立場をとっている。創刊号で明らかにされている「クルセイダーの目的」

には、人問の生得的な権利の平等という「永遠の真理」の普及、黒人の歴史や文化についての誤っ

た知識を一掃し、真実を伝えること、「アフリカ人のためのアフリカ」支援、南アメリカや西イン
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ド諸島における黒人の「すぐれた戦略的位置」について合衆国黒人を啓蒙すること、黒人の権利

のために断固として戦うことがあげられている（肋θ0㎜αdθ㍗Vo1．I，no．1，p．4．以下、同誌からの

引用はI－1，p．4のように略記）。またこの号の「人種の教理問答」と題する一文においては、人種

の誇りや人種への忠誠心（Race　Patriotism）が奨励され、人種第一の立場が強調されている（I－

1，P，11）。

　当時のカリブ黒人のジャーナリズムが全般的に「人種差別や自衛、黒人の歴史と文化、コミュ

ニティの重要な諸問題」を特徴としていた（8）ように、『クルセイダー』においても合衆国の黒人の

多岐にわたる関心事が取り上げられているが、とりわけ初期には黒人の経営する企業への支援の

訴えや成功した黒人企業家の紹介等、黒人の実業に関する記事と、黒人の過去及び現在の文化へ

の関一亡、が目立つ。前者に関しては、当初カリブ人の貿易商アンソニー・クローフォード（An－

thonyCra㎡ord）が『クルセイダー』を財政的に支援していたことも関係しているが、『クルセ

イダー』以前の『アムステルダム・ニュース』時代からすでにブリッグズに見られる傾向でもあ

る（9）。急速に産業が発達し、経済的成功が高く評価されたこの時代に、黒人にとって実業の世界

で成功することはたんなる経済的メリットのみではなく、白人に劣らない黒人の能力を証明する

ものとして重要な意味をもっており、イデオロギーの相違にかかわらずほぼすべての黒人に支持

されるものであった（工o）。

　後者に関していえば、当初ブリッグズが「ハミテイック・リーグ・オブ・ザ・ワールド」（The

Hamitic　League　oftheWorld，以下HLW）というアフリカ中心主義の団体と提携しており、1919

年と20年の丸2年問『クルセイダー』がこの団体の「広報誌」であったこと（l1〕が背景にあるが、そ

の関係が切れた後も、たとえば黒人の歴史やアフリカについての無知を戒める論説（III－3，p．10；

III－4，pp．12－13）や、過去の時代においては白人よりも黒人の方が先進的であったし、古代エジプ

ト文明も黒人起源であるといったアフリカ中心主義の主張（III－6，pp．8－9；W－6，p．10）が見られる。

このような強い人種意識はブリッグズにおいて一貫したものであり、黒人が「理論上のみでなく

実際にも」合衆国市民として認められるまでは、「黒人第一」（Negro　First）の姿勢を貫くことを

宣言している（II－2，p．9）。

　黒人の自治の要求も伝統的なブラック・ナショナリズムと共通するものであるが、この点に関

しては時間の経過とともにブリッグズの主張の内容に変化が見られる。まず大戦中の1917年9月、

ヨーロッパの諸地域におけるナショナリズムの高まりを背景に、ブリッグズは『アムステルダ

ム・ニュース』紙上で合衆国の領土内に独立した黒人国家の建設を要求する。「われわれが数の上

で圧倒されればされるほどわれわれは弱体化し、われわれが弱体化すればするほどわれわれが得

られる敬意も正義も機会も減少することを考えれば、われわれを代表し、尊重し、前進させてく

れるような政府をもった独立した政治的存在というものを考えてもよい頃ではないだろうか。何

世代にもわたる報われることのない苦役と、自由人としての半世紀問のアメリカの繁栄に対する
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貢献に裏打ちされて、人口の十分の一を占めるわれわれには、自治と幸福の追求のためにわれわ

れの分け前である合衆国の大陸の十分の一の領域を要求するに足る理由と正当性が存在す

る。」（I2〕

　この構想は後述するコミンテルンによる合衆国深南部の黒人の自決権の承認を10年以上も先取

りするものであったが、ブリッグズの提案では深南部ではなく、西部の人口まばらな地域が想定

されていた（工3〕。

　1918年1月・ウイルソン大統領のいわゆる14ヵ条が発表されると、その中の民族自決の原則に

刺激されて、ブリッグズの黒人のための自決権の主張は合衆国の枠を超えてアフリカヘと拡大す

る。すなわち彼は「アフリカ人のためのアフリカ」と題する『グローブ』（肋θαobθ）紙への寄

稿文において、アフリカの植民地に「国際的な、あるいは合衆国の一時的…な指導下に、住民の

白由な国家を設立する」ことを提案している（14〕。そしてすでに見たとおり、この年の秋に創刊さ

れる『クルセイダー』誌上でもウィルソン大統領への期待とともに「アフリカ人のためのアフリ

カ」が頻繁に主張されることになる。

　しかしここで確認したいのは、このアフリカ人の民族白決についても19世紀半ばのマ』テイ

ン・デレイニ（MartinR．Delany）の移民運動の場合と類似したブラック・ナショナリズムによる

正当化が行われていることである。すなわち1919年11月の「黒人種に対するアメリカ黒人の責務」

と題する論説において、ブリッグズは自治能力の有無が人種の優劣を示す根拠とされていること

を指摘し、平等達成のためにも「世界とわれわれ自身に対して、われわれの自治への適応力を十

分かつ強力に示すこと」が重要であると述べている（工I－3，pp．8－9）。また約1年後の1920年ユO月に

も「アフリカ人のためのアフリカ」という論説において、アフリカに強力な安定した国家をつく

ることが人種全体の利益になることを主張し、「『アフリカ人のためのアフリカ』は黒人のあらゆ

る病に対する万能薬」であるとしている（工II－2，pp．8－9）。これは「アメリカ黒人と西インド諸島

の黒人は血統において一つであり、…どちらもアフリカの子孫である」（I－1，30）と述べているよ

っに、デイアスポラの黒人がアフリカに起源をもつものとして一体であるという認識に基づくも

のであった（15）。

　ブリッグズの黒人のための民族自決論はその後さらに視野を広げ、黒人のみにとどまらず、世

界中の被抑圧民族との連帯が志向されることになる。1921年8月には「われわれがインド人やア

イルランド共和国派、ソヴィエト・ロシア、トルコの民族主義者、そしてとくに英国に対して、

また資本主義一帝国主義世界全般に対して現在脅威を与えているかまたは将来与えるその他のす

べての勢力と共闘するべきであると考える」と述べている（］V－6，p．8）。この反帝国主義的視点は

ブリッグズの共産主義運動への接近と相関するものであるが、彼がイギリスの植民地出身であっ

たことも背景として考えられる。それは「黒人が専制と抑圧に対するアイルランド人の戦いに共

感したり、またその逆に彼らがわれわれに共感するのは容易に起こりうることである。なぜなら



第一次世界大戦後の合衆国黒人運動におけるカリプ移民の役割 49

両者とも同じ苦境にあり、両者ともに同じアングロサクソン人種の犠牲だからである」（III－6，

p．5）と、アイルランドの反英闘争への言及が頻繁に見られることからも理解される（工6〕。

　以上のようにブリッグズの黒人自決論は、合衆国内における独立国家の構想からアフリカの民

族自決を経て、全世界の被抑圧民族との連帯・共闘という国際的な広がりをもつものへと発展し

ていった。しかしながら大戦後、誕生しつつあった国際連盟とウィルソン大統領自身に幻滅し、

前者を「泥棒と暴君」のための機関、後者を「信用できない人物」と呼ぶ（I－6，p．6；I－8，p．8）よ

うになった後は、「アフリカ人のためのアフリカ」を実現する具体的な方法については明確にされ

ていない（17〕。また、1920年の半ばくらいまでは、合衆国内における黒人の独立国家構想や、白人

との平和裏の共存は不可能との理由による合衆国黒人の南アメリカ等への移民の主張も『クルセ

イダー』の誌面に散見される（II－11，p．5；II－10，pp．12－13）という慶昧さも残る。ブリッグズの黒

人自決論は黒人解放の具体的なプログラムというよりは、さまざまな方面にわたる黒人の自立性

の主張の一環としてとらえるべきであろう。

皿　ABB創設と革命的社会主義の影響

　1919年の夏、合衆国では20件を超す大規模な人種暴動が各地で起こり、「レッド・サマー」と呼

ばれた。この時期の人種暴動は黒人の側の自衛のための低抗を特徴としているが、ブリッグズは

9月の『クルセイダー』誌上でこのような黒人の反撃を誇ることのできる正当な理由があると擁

護している（II－1，p．3）。さらに翌月には「ニュー・ニグロ」のこの戦闘性を、半世紀を経ても

「リンチ、参政権の剥奪、人種差別、人種隔離、その他多くの病弊」を解決できない「オールド・

ニグロ」、すなわち既存の黒人指導者の無力と対比させる形で賞賛している（II－2，pp19－10）｛18〕。

　この年の秋にブリッグズがABBを創設したことは、明らかにこのような黒人をめぐる状況に

刺激されたものである。ABBの20人に満たない創設メンバーの大半はハーレムに住むカリブ地

域出身の黒人であり、その後しだいに合衆国内の他の地域やカリブ地域に支部が設立されるよう

になったが、会員数は最盛時でも3000人を超えることがなかった（19〕。ABBの性格や組織の実体

には暖昧で不明な点が多い。『クルセイダー』誌上でABBの設立が発表されたのは19年の10月号

だが、その記事は見逃してしまいそうなほど小さく目立たないものであり、ABBの性格を示して

いるのは「アフリカ人の解放と蹟いのための」という形容詞のみである（II－2，p．27）。これは互い

の血液を交換することで同胞であることを確認するというアフリカの儀式（V－3，p．6）に由来する

その名称だけでなく、入会の儀式や等級制の存在などが示すように、ABBが「友愛組合あるいは

結社に似た」「秘密組織」（II－10，p，7）として出発したことによる。

　ABBの網領は1．人種の解放　2．完全な人種平等　3．人種的自尊心の育成　4．クー・ク

ラックス・クランに対する組織的で非妥協的な抵抗　5．黒人の統一戦線　6．産業の発展　7．

黒人労働者の賃金の引き上げ、労働時間の短縮、生活条件の向上　8．教育　9．他の有色人種や
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階級意識をもった白人労働者との協力、とされているが、これは設立当初のものではなく（20）、『ク

ルセイダー』誌上で公表されたわけでもない。設立から8ヶ月後の1920年6月になってようやく

ABBの詳しい組織紹介記事が『クルセイダー」誌上に登場するが、その中のABB会員および黒

人一般に対する「提言」では、1．労働運動への参加　2．黒人企業の後援　3．ガーヴイーの

UN岨運動の助長　4．黒人に権利を認めない国家に対して忠誠心をもつことの否定　5．他の被

抑圧民族との協力　6、近代戦の研究　7．ビジネスや近代的な農業技術等の習得　8、人種第一

の立場　9．人種第一の思想の普及　10．黒人企業への投資　11．皮膚の色の濃淡や出身地による

黒人内部のカースト否定　12．卑屈さや無知、不道徳、人種的誹諾に反対する世論の形成　13、人

種教育の奨励　ユ4．人種的自尊心の育成　14．黒人史・黒人問題の研究サークル設立　15．依存の

否定、自主的な戦いの奨励、の諸点が主張されている（II－10，p．22）。すでにこの時点で階級的観

点が見て取れるが、伝統的なブラック・ナショナリズムの特徴は明らかで、「人種第一」の立場に

立っていることが確認できる。

　1921年の6月、ABBを有名にした出来事が起こった。オクラホマ州タルサの人種暴動において、

当地に支部をもっていたABBの活動家が黒人の武力抵抗を「扇動」したという報道がなされた

のである（21〕。当初ブリッグズはこれを否定するが、直後の『クルセイダー』の誌面は巻頭のABB

タルサ支部長の報告に始まり、各新聞報道の転載等、タルサ暴動関係の記事で埋められ、この報

道をABBの宣伝に最大限利用した形になった。論説では扇動の事実を「嘘」と否定しつつも、

「攻撃された黒人がきわめて効果的に身を守り、過去にはいわゆる人種暴動につきものであった、

指導者をもたない黒人たちの容易な虐殺を避けることを可能にした組織化と戦術」がABBのせ

いであるかどうかについては、「われわれは否定も肯定もしない」と意図的に慶昧な態度をとって

いる（］V－5，pp．10－11）。『クルセイダー』誌上では以前からKKKに代表される白人の暴力に対して、

「殺人者がわれわれの喉に掴みかかったら、われわれには武器をえらんでいる余裕などはなく、毒

薬であれ銃であれ何であれ、手の届くところにあるものなら何でも使って自分を守らなければな

らない」（III－5，p．5）と、武器を用いての自衛を主張していたが、このタルサ暴動は黒人に対する

白人の暴力が横行する時代に戦闘的な黒人自衛組織としてのABBの名声を一時的にせよ高める

こととなった。入会希望者は増加し、ABBは入会手続きを簡略化することでこれに応えた（22〕。こ

の時点でABBは「秘密組織」から大きく踏み出したといえる。

　同じ頃、『クルセイダー』の論調にも明らかな変化が見られるようになる。先に見たように、

ABB設立当時、ブリッグズはすでに革命的社会主義の影響下にあった。ABBの創設を告知した

『クルセイダー』の1919年10月号においては、合衆国では白人同様黒人の問でも反発の強かった

「ボルシェヴィスト」という言葉を取り上げ、「権利のために戦うことがボルシェヴィストになる

ことなら、われわれはボルシェヴィスト」である（II－2，p．9）と述べ、パーマーの赤狩りの直後で

ある翌年2月には、ボルシェヴィズムの「脅威」は黒人にとってのものではなく、帝国主義者に
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とってのものである、と述べている（II－6，pp．5－6）。黒人に向かって革命理論自体を説くのではな

く、まずは運動に対する先入観や偏見を取り除こうとする姿勢が見て取れる。

　当初提携していたアフリカ中心主義団体のHLWとの関係が切れた1921年以降、ブリッグズは

革命的社会主義への傾斜を強め、『クルセイダー』が正式にABBの機関誌となった（W－4，p．1）

同年の半ば頃（これはタルサ暴動が起こった時期と重なる）には、誌面に左翼用語が頻出するこ

とになる。以後、海外の共産党についてのニュースやソヴィエト・ロシアヘの賛辞が散見される

ようになり、白人労働者と黒人労働者の利害の一致、両者の連帯の必要が強く叫ばれるようにな

る。ブリッグズをはじめとするABBの幹部が合衆国共産党（労働者党）に入党した正確な時期は

特定できないが、この1921年中のことであると推測されている（23〕。

lV　ブラック・ナショナリズムと革命的社会主義

　20世紀初期の黒人運動家の中には、合衆国生まれのA・フィリップ・ランドルフ（んPhi1ip

Rando1ph）やチャンドラー・オーウェン（ChandユerOwen）、カリブ移民のヒューバート・ハリソ

ン（Hubert　H．Harrison）のように社会党に加わる者もいたが、黒人の多くは社会党を支持しな

かった。その大きな理由は黒人問題に関する同党の姿勢にある。すなわち社会党は黒人を労働者

階級の一部を構成するものとしてのみ位置づけ、社会主義社会の実現によって人種問題は自動的

に解決するとして、合衆国の人種問題の特殊性を認めなかった。「われわれは黒人に提供する特別

なものはないし、すべての人種に別々に訴えることはできない。社会党は肌の色にかかわらず、

労働者階級全体r全世界の全労働者一の党である」というユージン・デブズ（Eugene　V　Debs）

の言葉はそれを表している｛24）。『クルセイダー』誌上では読者に再三社会党への投票を勧めなが

ら白身は社会党に入党しなかった理由を、ブリッグズは同党が「合衆国における黒人の抑圧の特

殊な性格を認識」しようとしなかったからだと説明している（25）。

1919年に杜会党が分裂して、その中から共産党（Co㎜mistParty）と共産主義労働党（Com－

munistLaborPa岬）の二つの組織が誕生する。両者は1921年にコミンテルンの指示で統一される

のであるが、設立当初の共産党の黒人問題に関する姿勢は社会党のそれを引き継いだものであり、

何ら特別な黒人政策をもたず、ブラック・ナショナリズムも否定されていた。

　しかしながら、ブリッグズが共産党に入党した頃から共産党の黒人政策は大きく転換すること

になる。その契機は1920年、第二回コミンテルン大会でレーニンが「黒人問題」に言及し、黒人

にも民族自決の原則を適用することを示唆したことに始まる（26〕。そして彼は合衆国の共産党に対

して、黒人の戦略的重要性の認識と彼らへの働きかけを促した。これを受けた同党はABBに働

きかけ、ブリッグズらの入党が実現することになる。以後、ABBは事実上共産党の下部組織とし

て機能することになる。1923年の夏にはまだABBの独立性を主張していたブリッグズであるが、

同年末には吸収合併に同意、ABBは独立した組織としての活動に終止符を打った（27〕。
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　しかしこれはブリッグズのブラック・ナショナリズムに革命的社会主義が取って代わったこと

を意味してはいない。彼の新しい立場は1921年4月の『クルセイダー』誌上の「黒人の救済」と

題する論説に最も明確に表れている。このなかでブリッグズは、少なくとも資本主義システムの

下では黒人と白人の共存は困難とし、これを社会主義協同国家（Soci』istCo－operativeCo㎜on－

weaユth）に取りかえれば平和裏の共存が可能かもしれないとしつつも、「しかしながら黒人は過去

にその他の人類によってきわめて残忍に扱われてきたので、この問題を…黒人としての観点から

見る」ことは無理もないとし、また彼らが「彼らの権利と抑圧からの解放が、彼ら自身の力に基

づくこと」をより好むかもしれないと、黒人の自決権に理解を示している。その上でブリッグズ

が「最も確実かつ迅遠な方法」として主張するのが「アフリカまたは他の場所における（われわ

れ自身の人種的特性に基づいた）黒人の強力で安定した独立国家の設立によるすべての黒人の救

済と、普遍的な社会主義協同国家の設立によるすべての黒人（とその他の被抑圧民族）の救済」

であった。（1V－2，pp．8－9）この黒人の歴史に由来する「人種第一」の立場への理解に基づいたブ

ラック・ナショナリズムと革命的社会主義の共存・両立がブリッグズの最大の特徴といえる。

　後になってブリッグズは自身の共産主義への関心が「ロシアのボルシェヴィキの民族政策と10

月革命によって誕生したソヴイエト国家の反帝国主義傾向によって生じた」ものであり、当時は

「社会革命」よりも「民族解放革命」により関心をもっていたと述べ、晩年にも「われわれの黒人

同志が入党したのは、彼らが杜会主義者であったからではなく、党が黒人の戦場で戦っていたか

らである」と説明している（28）。『クルセイダー』の誌面でも再三ソヴイエト・ロシアがイギリスな

どの「帝国主義」列強と敵対していることをあげ、「われわれの敵の敵」は味方であるという論法

でソヴイエトヘの支持を呼びかけている（W－1，p．9）。ブリッグズの共産党への接近は、社会主義

理論への帰依というよりは、同党の背後にあり、実質的に同党の方針を決定していたコミンテル

ンやソヴイエト・ロシアの政策・方針が黒人解放に資するものであるというプラクティカルな判

断に基づいたものであり、それゆえ革命的社会主義を受容してもブラック・ナショナリズムを放

棄する必要は認められなかったのである。おそらくは正式な入党を済ませ、「プロレタリアの国際

的な連帯」といった言葉が『クルセイダー」の誌面を飾るようになった後も、一方で読者に対し

て日常生活における不満や地域の問題について知らせるよう促している（V－3，p．16）し、ABBが

組織としての独立性を失う直前の時期にも会員の保険機構設立の計画や全国の都市に協同組合の

店舗を設置する計画が検討されている（29）。ブラック・ナショナリズムに基づくABBの相互扶助

組織としての側面は、最後まで失われることはなかった。

　1922年の第4回コミンテルン大会では合衆国共産党の黒人代表によってアメリカの黒人問題が

提起され、黒人問題に関する委員会が設置される。そしてその結果として、黒人の運動への支援

等を含む「黒人問題に関するテーゼ」が採択されることになる。その後、黒人問題を国際的な共

産主義運動の文脈に位置づけようとする傾向はさらに進み、激論の末、1928年の第6回大会では
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合衆国南部ブラック・ベルトの黒人を自決権をもつ被抑圧民族、いわゆる「国家の中の国家」

（nation㎞thinanation）として位置づけるテーゼが採択された。そしてさらなる議論を経て1930

年にはこの立場が最終的に確立されることになる｛30）。以上の過程を考えると、しばしば主張され

るようにブリッグズらが共産党に取りこまれたというよりは、彼らのブラック・ナショナリスト

的立場が共産党の中に反映されていったというべきであろう｛31〕。

　共産党内部でもブリッグズは一貫して「人種」を問題にする姿勢を貫いていく。1920年代末に

はハイチ革命の指導者トゥサン・ルーベルチュール（Toussaint　L’Ouverture）や19世紀の合衆国

の黒人指導者フレデリック・ダグラス（Frederick　Doug1ass）等黒人の英雄を歴史の中で再評価

する「黒人週問」（NegroWeeks）を始め（32）、また「わが党の黒人活動」と題する論文では党の

姿勢を総括し、依然として残存する白人党員の「ショーヴイニズム」を批判している（33）。

　しかし合衆国の黒人が南部のみならず北部においても抑圧されているにもかかわらず、南部の

黒人の自決権のみを承認していることや、そもそも黒人を「民族」として位置づけることに含ま

れる矛盾や問題点のために、共産党の黒人問題に関する新たな路線は結局長続きはせず、ユ930年

代半ば以降、黒人の民族自決に否定的な流れが強まっていった。そして1942年、ブリッグズは同

じカリブ移民のリチャード・B・ムーア（Richard　B．Moore）らとともに、「黒人民族主義的思考

様式」（Negro　nationa1ist　way　ofthinking）を理由に一時共産党を追放されることになる｛34）。

　　　　　　　　　　　　　V　カリプ移民と合衆国黒人運動

　第一次大戦によるナショナリズムの高まりとソヴィエト・ロシアの成立という新たな国際的背

景の下で、合衆国の黒人はリンチや人種暴動に象徴されるさらなる人種的抑圧を受けていた。そ

のなかで黒人の境遇改善に取り組んだブリッグズは、黒人問題を構成する人種と階級という二つ

の要素の二者択一を避け、ブラック・ナショナリズムに革命的社会主義を融合させるという独自

の立場に立った。これには彼を含めたカリブ移民の母国と移住先の合衆国での体験が反映してい

る。

　彼らの出身地は合衆国と異なり、黒人が人口の圧倒的多数を占めていたが、イギリスなどヨー

ロッパ列強の植民地であり、その植民地支配の体験が彼らに帝国主義批判の鋭い感覚をもたせる

こととなった。そしてこのことは、ブリッグズがアイルランドやエジプト等イギリスの支配下に

ある諸地域の民族運動に強い連帯感を表明していたように、彼らが黒人の境遇を国際的な文脈で

とらえることを可能にした（35〕。

　ブリッグズらの故郷では、社会における黒人の地位も合衆国とは大きく異なっていた。そこで

は合衆国同様、基本的には皮膚の色による境界線（カラー・ライン）が存在したが、人種と階級

が複雑に絡み合う形で地位が規定されており、黒人には教育や職業によって階層を上昇させる可

能性が存在した。このような少数の黒人の存在が「人種意識の増大を抑制」したため、彼らは自
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分たちを「何よりもまず黒人とみなそうとはしな」かった㈱。以上のようなカリブ地域における

植民地支配と複雑な社会構造がカリブ黒人に国際的な視野と階級意識をもたらし、それが社会主

義思想の受容のための土壌となった。

　しかしながら、合衆国に移住したカリブ黒人が見出したものはまったく異なる環境だった。合

衆国では白人と黒人の厳格な二分法が貫かれ、人種がすべてを決定した。彼らは出身地の相違や

教育、専門知識の有無にかかわらず、一括りに「黒人」として扱われ、厳しい差別と搾取を体験

することになった。ABBの創設メンバーの一人であるジャマイカ出身のW・A・ドミンゴ（Wi1－

fredんDomingo）はこのことについて次のように語っている。

　人種的偏見の問題に直面して、外国生まれの黒人、とりわけ西インド諸島出身者は相当な

適応を余儀なくされた。故郷では人種的多数派を形成しており、明白に人種的と感じられる

差別に慣れていなかった彼らは、アメリカで見出した「皮膚の色の境界線」に反抗した。と

いうのも、西インド諸島では皮膚の色の境界線と階層の境界線が重なりがちであるが、それ

にもかかわらず人口の割合、歴史的背景、そして解放の前と後とを問わない反乱の伝統のた

めに、西インド諸島の有色人の社会的、職業的、その他の活動が人種によって決定されない

ということは確かなことである。皮膚の色は一定の役割を果してはいるが、それは向上の主

要な決定要因ではない。それゆえ法律的なものであれ憤習的なものであれ、「皮膚の色の境界

線」に出会い、それが個人の進歩をを妨げていることに気づいた時、深い憤りが生じるので

ある。西インド諸島出身者がリンチや差別やアメリカの黒人が苦しんでいるその他の無力に

対する戦いに全力で打ちこんでいるのは、そのためである（37〕。

　ブリッグズらは、このような状況においてアメリカの黒人が何よりもまず強い人種意識をもつ

のは当然のことであり、この人種意識を基盤として運動を構築することは現実的なことでもある

と考えた。同じくABBのメンバーであり、1928年のコミンテルンの黒人に関するテーゼの採択

に影響を及ぼしたとされる｛38）ハリー・ヘイウッド（HarryHaWood）は、ガーヴイーの運動に反

映されている黒人のナショナリズムについて、外国から移植されたものではなく「合衆国におけ

る黒人の極度の搾取と抑圧という土壌から生じた自生的な産物」であり、「正当な傾向」であると

擁護し、ガーヴィー運動は消滅してもブラック・ナショナリズムは消えないと断言している（39〕。

　ブリッグズ白身もガーヴィー運動の「人種第一」の姿勢を評価していた。1921年の夏以降は共

産党の意向を受けてガーヴィー支持者の取りこみを図ろうとし、ガーヴイーと敵対的な関係に

なったブリッグズであるが（40〕、初期の『クルセイダー』誌上ではしばしばUNIAを好意的に紹介

し、読者にUNIAへの加入を促している。UN払のブラック・ナショナリズムに基づく黒人大衆

の大規模な動員力はブリッグズの目には魅力的に映ったであろう。ガーヴィーが国外追放になっ
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て数年後の1931年、ブリッグズは「ガーヴイー運動の衰退」という論文でガーヴィー運動の総括

を行っているが、初期のガーヴィーについてはその戦闘性などに一定の評価を与え、「疑いなく黒

人大衆の民族的願望を具体化させるのに役立った」としている（41〕。

　カリブ黒人の故郷と合衆国での体験は、彼らに人種と階級を相互排他的なものとは考えない態

度と、この二つの間を自由に行き来する柔軟性を与えた。なかでもブリッグズの場合は、ブラッ

ク・ナショナリズムの伝統に立脚しながら同時に革命的社会主義の立場を共存させるという独特

の立場を取らせた。合衆国のナショナリズムあるいは英国のナショナリズムから締め出された黒

人にとって、ブラック・ナショナリズムと革命的社会主義のインターナショナリズムは決して相

容れないものではなかった（42〕。

　この点についてさらに言えば、たとえばユ9世紀の代表的なブラック・ナショナリストであるデ

レイニもアフリカヘの移民運動を提唱する際、合衆国黒人の境遇を世界の他の被抑圧民族との関

連の中に位置づけ、またアフリカの黒人との一体性を強調した点で、ある種のインターナショナ

ルな視点をもっていたことは確かである。しかしながらデレイニがアフリカに対するアメリカ白

人の眼差しを共有し、アフリカ黒人の「文明化」を主張したことで、彼のブラック・ナショナリ

ズムの根底にあった白いアメリカヘの同化願望という矛盾を露呈することとなった｛43〕。

　これに対してカリブ移民であるブリッグズの場合は合衆国の黒人にも強い拘束力をもつアメリ

カン・ナショナリズムの呪縛を受けず、これを相対化することができた。第一次大戦後の排外的

なナショナリズムの高まりのなかで、ブリッグズは合衆国の黒人に対して、厳しい差別を受けな

がらなお合衆国という国家やその政府に忠誠を誓うことの愚かさを主張している（III－2，p．10）。

このことは合衆国の黒人が白人と共有する、社会主義のような急進的な思想を外国産の非アメリ

カ的なものとみなす態度からブリッグズが自由であったことにも通ずる。

　しかしながら、結局ブリッグズの思想と運動は合衆国の多くの黒人にアピールするものではな

かった。彼らが支持したのは、労働運動の豊富な体験と社会主義思想の知識をもちつつもUN岨

の運動からそれを排除し、アメリカニズムと矛盾しない伝統的なブラック・ナショナリズムを前

面に押し出したガーヴィーであった（44〕。ABBが一時的に支持者を増やしたのも、その革命的社

会主義の受容によるのではなく、タルサ暴動で生命の危機に直面した地域の黒人たちに対して

ABBが示したとされる、その戦闘性のためであった。「ニュー・ニグロ」の代表的な人物である

アラン・ロック（A11ain　Locke）は、合衆国の黒人を「人種的なことがらに関してはラディカル

であるが、その他に関しては保守的」である！評している｛45）。㎜に／って黒人大衆の潜在的

な力を認識させられた合衆国の黒人運動指導者たちは、以後黒人大衆に働きかけるようになり、

彼らを基盤にしつつ、しかしアメリカン・ナショナリズムの枠内で運動を進めていくことになる。
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